
大
作
は
明
治
二
十
―
―
―
年
の
第
一
一
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
、
岡
倉
の
意

図
し
た
と
お
り
に
彫
刻
界
に
少
な
か
ら
ざ
る
刺
激
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
附
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
大
村
益
次
郎

銅
像
で
あ
る
。
こ
の
銅
像
は
明
治
時
代
の
記
念
銅
像
の
嘴
矢
と
さ
れ
て
お
り
、

事
実
、
楠
公
銅
像
な
ど
よ
り
も
遥
か
に
早
く
明
治
十
七
年
五
月
に
企
画
の
発
案

が
な
さ
れ
た
。
翌
十
八
年
、
大
熊
氏
広
が
制
作
す
る
こ
と
に
決
ま
り
、
大
熊
は

そ
の
た
め
に
ョ
ー
ロ
ッ

。ハ
ヘ
留
学
。

帰
国
し
て
二
十
三
年
八
月
か
ら
原
型

（石

齊
）
制
作
に
着
手
し
、

翌
二
十
四
年
六
月
に
は
小
石
川
の
砲
兵
工
廠
内
平
岡
工

場
で
鋳
造
に
取
掛
か
り
、
翌
年
七
月
に
完
成
し
た
。
九
段
の
靖
国
神
社
境
内
に

建
立
さ
れ
落
成
式
を
あ
げ
た
の
は
翌
二
十
六
年
二
月
五
日
で
あ
る
。
そ
の
プ
ラ

ソ
、
原
型
制
作
、
鋳
造
に
至
る
ま
で
大
熊
氏
広
の
効
に
帰
す
べ
き
も
の
で
は
あ

る
が
、
し
か
し
、
近
年
発
見
の
左
記
文
書

（
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、

本
校
が
初
期
の
段
階
で
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

拝
啓
銅
像
圏
面
落
掌
仕
、
取
紛
れ
未
夕
実
物
現
場
ヲ
一
覧
不
致
候
得
共
過
日

彫
刻
師
竹
内
久
遠
氏
其
他
ノ
校
員
ヲ
派
シ
取
調
候
慮
、
長
キ
銅
柱
ハ
到
底
保

存
ノ
為
メ
不
都
合
二
可
有
之
三
條
公
ノ
書
ハ
既
二
見
事
二
鋳
造
相
成
候
ニ

付
、
之
ノ
ミ
ヲ
存
し
て
製
作
砂
度
趣
二
御
座
候
。
将
又
銅
像
製
作
費
ノ
事
過

日
大
略
申
上
置
候
慮
更
二
精
密
二
取
調
フ
ル
ニ
矢
張
八
尺
ニ
テ
取
付
費
用
ヲ

〔
不
朋
〕

除
キ
五
千
圃
口
要
シ

一
丈
二
相
成
候
テ
ハ
此
上
二
三
千
円
ノ
増
加
ヲ
必
須
と

致
候
。
右
御
含
相
成
度
以
上
ノ
儀
二
付
猶
拝
晒
ノ
上
篤
と
申
出
度
何
日
頃
御

「不
明
〕

都
合
宜
敷
候
哉
御
垂
示
口
仰
彦
候
先
ハ
御
意
ヲ
得
度
草
々
頓
首

明
治
廿
三
年
七
月
十
四
日
岡
倉
覚
一
一
一拝

賀
茂
水
穂
殿
侍
史

こ
れ
は
賀
茂
水
穂
（
天
保
十
一
年
1
明
治
四
十
二
年
。国
学
者
。靖
国
神
社
宮
司
）
宛

て
に
岡
倉
覚
一
二
が
差
し
出
し
た
書
簡
で
、
筆
跡
は
岡
倉
以
外
の
代
筆
で
あ
る
。

文
面
に
は
た
だ
銅
像
と
あ
る
の
み
で
、
大
村
益
次
郎
銅
像
と
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
当
時
、
賀
茂
は
「
故
大
村
兵
部
大
輔
銅
像
建
築
委
員
総
代
」
と
し
て
該

銅
像
建
設
の
事
務
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
と
、
右
書
簡
が
該
銅
像
関
係
文
書
類

の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
大
村
益
次
郎
銅
像
製
作
に
つ

い
て
の
照
会
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

。
銅
像
の
図
面
を
受
け
取
っ
た
こ

と
、
竹
内
久
遠
（
久
一
）
そ
の
他
の
校
員
を
「
実
物
現
場
」
に
派
遣
し
て
種
々

取
調
べ
さ
せ
た
こ
と
、
銅
像
製
作
費
等
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
十
三
年
中
に

は
上
記
の
楠
公
銅
像
の
ほ
か
に
帝
国
博
物
館
か
ら
仏
像

模
刻
の
依
嘱
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
項
で
述
べ
る
。

③

帝
博
の
模
写
、
模
刻
事
業
と
本
校

東
京
国
立
博
物
館
に

は
岡
倉
校
長
時
代
に
本
校
の
生
徒
や
卒
業
生
、
教
官
た

ち
が
制
作
し
た
古
画
や
古
彫
刻
の
模
写
、
模
刻
作
品
が
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
制
作
は
博
物
館
の
側
か
ら
い
え
ば
帝
国
博
物
館
美
術
部
が
明
治

二
十
三
年
よ
り
五
ヶ
年
計
画
で
始
め
た
模
写
、
模
刻
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
り
、

一
方
、
本
校
の
側
か
ら
い
え
ば
古
美
術
研
究
と
い
う
教
育

目
的
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
要
す
る
に
そ
れ
は
帝
博
美
術
部

長
を
兼
任
し
て
い
た
岡
倉
校
長
の
一
石
二
鳥
を
狙
う
巧
妙
な
計
画
が
生
み
出
し

た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
当
時
、
帝
博
は
陳
列
品
拡
充
の
必
要
が
あ
り
、

館
外
の
名
品
を
模
写
、
模
刻
し
て
こ
れ

に
充
て
よ
う
と
し
て
い
た
。
岡
倉
校
長

は
こ
の
機
に
乗
じ
て
制
作
を
本
校
で
引
受
け
、
本
校
の
少
額
予
算
で
は
成
し
得

な
い
研
究
、
教
育
の
効
果
を
あ
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
制
作
の
概
況
は
東
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本
館
美
術
部
ノ
陳
列
品
ト
シ
テ
彫
刻
給
画
ノ
名
品

模
造
模
写
之
儀
二
付
伺

本
館
美
術
部
二
於
テ
ハ
廣
ク
古
大
家
ノ
傑
作
ヲ
整
列
シ
以
テ
美
術
ノ
標
範
ニ

供
シ
併
セ
テ
其
沿
革
ヲ
示
ス
ハ
最
モ
必
要
ノ
儀
二
有
之
候
慮
従
来
収
蔵
ノ
品

第
五
七
六
号
（
明
治
二
十―
―一
年
九
月
二
日
起
案
、
同
月
九
日
裁
決
）

京
国
立
博
物
館
の
「
列
品
録
」
に
よ
っ
て
把
握
で
き
る
。
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て

い
る
文
書
の
う
ち
、
主
要
の
も
の
を
左
に
掲
載
し
、
併
せ
て
本
校
制
作
品
の
一

覧
表
を
附
す
。
表
の
中
の
明
治
二
十
四
年
七
月
完
成
の
古
画
模
写
は
、
絵
画
科

一
年
お
よ
び
特
別
の
課
程
の
生
徒
等
が
担
当
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
技
術
的
に
は
極
め
て
未
熟
な
生
徒
た
ち
に
名
品
の
原
本
を
模
写
さ
せ
て
い

る
と
こ
ろ
に
岡
倉
校
長
の
教
育
を
第
一
目
的
と
す
る
模
写
の
考
え
方
が
窺
わ
れ

る
。
な
お
、

一
覧
表
に
は
本
校
に
委
嘱
さ
れ
た
作
品
の
み
を
記
載
し
、
本
校
関

係
者
各
個
人
に
依
嘱
さ
れ
た
作
品
は
記
載
し
な
い
が
、
明
治
二
十
八
年
か
ら
同

三
十
年
に
か
け
て
は
こ
の
模
写
模
刻
事
業
の
一
環
と
し
て
本
校
卒
業
後
問
も
な

い
人
々
に
よ
っ
て
大
規
模
な
古
画
模
写
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
附
記
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
京
都
時
代
品
展
覧
会
（
二
十
八
年
）
に
出
品
さ
れ

た
名
画
や
臨
時
全
国
宝
物
調
査
簿
か
ら
選
び
出
さ
れ
た
関
西
地
方
古
社
寺
所
蔵

の
名
画
の
模
写
が
行
わ
れ
た
。
担
当
者
は
横
山
大
観
、
内
海
夏
舟
、

岡

本

勝

元
、
下
村
観
山
、
溝
口
宗
文
、
菱
田
春
草
、
江
中
無
牛
、
小
島
光
真
、
天
草
神

来
、
本
多
天
城
、
小
林
一
意
、
小
倉
要
、
中
村
端
三
、
戸
田
忠
雄
、
堤
雄
長
、

早
崎
梗
吉
、
岡
田
秀
、
平
井
富
夫
、
柿
山
蕃
雄
、
渡
辺
香
涯
、
桑
原
弥
太
郎
な

ど
、
卒
業
生
や
絵
画
科
の
若
手
教
官
で
、
ほ
か
に
寺
崎
広
業
、
小
堀
鞘
音
が
若

手
教
官
と
し
て
加
わ
り
、
ま
た
、
川
辺
御
楯
、
佐
吉
広
一
な
ど
も
加
わ
っ
た
。

極
メ
テ
少
ナ
ク
漸
次
購
求
ノ
見
込
二
有
之
候
得
共
精
好
ナ
ル
美
術
品
ノ
債
格

ハ
近
来
益
高
衰
二
赴
キ
到
底
営
館
有
限
ノ
資
カ
ヲ
以
テ
完
全
ナ
ル
蒐
集
ヲ
ナ

シ
難
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
真
ノ
模
範
ク
ル
ペ
キ
モ
ノ
ハ
固
ョ
リ
既
二
名
刹
旧
族
ノ

所
有
二
属
シ
其
江
湖
二
散
在
ス
ル
モ
ノ
、
如
キ
ハ
多
ク
ハ
第
二
流
ノ
製
作
タ

ル
ニ
過
ギ
ス
到
底
原
品
購
入
ノ
ミ
ヲ
以
テ
本
館
陳
列
上
ノ
目
的
ヲ
達
シ
難
ク

卜
存
セ
ラ
レ
候
二
付
テ
ハ
向
フ
五
ヶ
年
ヲ
期
シ
本
館
標
品
購
入
喪
中
ョ
リ
毎

年
金
爪
千
園
ヲ
支
出
ス
ル
ヲ
目
途
ト
シ
奈
良
京
都
ヲ
首
メ
其
他
ノ
地
方
二
於

テ
彫
刻
箱
霊
中
名
品
傑
作
ノ
模
造
二
着
手
シ
或
ハ
木
造
石
膏
若
ク
ハ
原
材
料

ヲ
用
ヰ
便
宜
縮
寓
又
ハ
等
寸
ノ
模
製
ヲ
ナ
サ
シ
メ
バ
一
ハ
以
テ
本
館
陳
列
上

ノ
主
趣
ヲ
達
ス
ベ
ク
一
ハ
名
品
保
存
ノ
資
卜
相
成
ル

ベ
ク
候
二
付
此
段
豫
メ

裁
可
ヲ
仰
キ
候
也
（
付
表
は
省
略
す
。）

第

一
0
四
号

第
五
七
六
琥
ヲ
以
テ
各
地
方
社
寺
藷
族
所
蔵
彫
刻
物
及
箱
蓋
摸
造
摸
窯
云
々

御
照
會
之
趣
了
承
右
ハ
本
校
二
取
リ
テ
モ
有
益
ノ
事
業
二
付
御
委
嘱
二
應
シ

精
々
貴
舘
ノ
御
便
宜
相
成
候
様
可
致
因
テ
右
着
手
ノ
順
序
取
調
候
虞
右
ハ
何

レ
モ
社
寺
個
来
ノ
名
品
二
付
現
品
所
在
地
二
就
キ
エ
作
二
従
事
セ
シ
メ
候
外

無
之
而
シ
テ
之
レ
ニ
従
事
セ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
営
今
二
在
テ
ハ
本
校
教
授
高
村

幸
吉
及
教
員
竹
内
兼
五
郎
最
適
嘗
卜
相
認
候
二
付
右
両
名
ノ
内
ヲ
以
テ
主
任

ト
ナ
シ
而
シ
テ
助
手
モ
亦
十
分
其
人
ヲ
撰
揮
ス
ヘ
キ
見
込
二
有
之
賂
又
其
工

程
ノ
義
営
年
度
二
在
テ
ハ
東
大
寺
執
金
剛
神
壱
罷
同
梵
天
帝
繹
ノ
内
壱
体
興

福
寺
世
親
無
着
ノ
内
壱
儒
都
合
三
閣
丈
竣
工
可
致
見
込
二
有
之
候
処
嘗
年
度

ハ
事
創
始
二
属
シ
器
具
其
他
之
準
備
モ
概
子
新
二
調
製
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
且
前

陳
ノ
通
出
張
ノ
上
工
事
二
従
事
可
為
致
二
就
テ
ハ
教
員
助
手
等
ノ
旅
費
ヲ
モ
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執
金
剛
神
金
五
百
圃

梵
天
帝
繹
金
五
百
園

吉
親
無
着
金
五
百
圏

以
上

要
シ
彼
是
其
代
債
二
於
テ
幾
分
ノ
崇
高
ヲ
致
サ
、
ル
ヲ
得
ス
芳
極
メ
テ
節
約

ノ
積
ニ
テ
別
紙
調
書
之
通
相
成
候
條
右
様
御
諒
知
相
成
度
但
右
代
金
受
取
方

ノ
義
ハ
嘗
年
度
二
於
テ
ハ
営
校
経
費
整
理
上
ノ
都
合
モ
有
之
候
二
付
前
顕
教

員
竹
内
兼
五
郎
ヲ
以
テ
事
業
換
営
人
ト
シ
同
人
ョ
リ
代
債
内
渡
又
ハ
全
部
渡

ノ
請
求
書
ヲ
出
サ
シ
メ
之
二
嘗
校
ノ
證
明
書
ヲ
付
シ
可
及
御
廻
付
候
間
貴
舘

ニ
於
テ
ハ
営
校
ノ
證
明
二
依
リ
直
接
同
人
へ
御
彿
渡
ノ
都
合
二
御
取
扱
相
成

度
御

oo答
労
此
段
及
御
照
會
候
也

明
治
廿
三
年
十
月
十
六
日

東
京
美
術
學
校
長

帝
園
博
物
舘
穂
長

九
鬼
隆
一
殿

追
テ
綸
聾
模
寓
ノ
儀
ハ
歴
史
的
ノ
順
序
二
依
リ
品
名
及
擦
営
者
等
取
調
更

ニ
可
申
進
候
也

第
四
六
号
（
写
し
）

先
般
常
校
江
御
依
嘱
相
成
候
奈
良
彫
刻
物
摸
造
諸
費
用
之
義
右
揃
営
教
員
竹

内
兼
五
郎
ョ
リ
別
昏
之
通
請
求
書
届
出
候
条
該
金
御
交
付
相
成
度
候
也

明
治
廿
四
年
―
―
一
月
十
八
日
東
京
美
術
學
校
長
岡
倉
覺
一
―
―

（
東
京
美
術
學
校
之
印

岡
倉
覺
一
―
―

以
上
尚蛇雪廣宗如周李毛
信足村周渕拙文迪益

目

（
東
京
美
術
學
校
之
印
）

東
京
美
術
學
校

帝
國
博
物
館
穂
長
九
鬼
隆
一
殿

（
別
紙
竹
内
兼
五
郎
よ
り
の
請
求
書
は
省
略
す
。）

第
八
六
号

兼
テ
御
依
嘱
相
成
居
候
給
画
名
品
模
寓
之
儀
其
現
品
取
調
候
慮
現
今
貴
館
二

陳
列
相
成
居
候
諸
家
蔵
品
中
別
紙
目
録
ノ
分
差
向
着
手
適
嘗
卜
存
候
毎
品
模

窯
代
債
ヲ
附
シ
此
段
一
應
及
御
照
會
候
也

明
治
廿
四
年
四
月
廿
四
日

帝
國
博
物
館
御
中

追
テ
現
品
所
蔵
主
へ
照
會
等
之
手
績
ハ
貴
館
二
於
テ
御
取
計
相
成
度
候
也

録
霰
猫
狗
子
圏
二
幅
到

紅
白
芙
蓉
圏
二
幅
封

寒
山
拾
得
圏
一
幅

山
水
之
闘
二
幅
封

柳
堤
渡
頭
岡
一
幅

一

休

像

一

幅

二
仙
一
坦
園
―
―
一
幅
劉

山

水

之

闘

―

―
―
幅
劉

四
季
山
水
圏
四
幅
到

模
窯
代

金
六
圃
拾
六
銭

金
四
園
五
十
壱
銭

金
六
園
九
拾
参
銭

金
四
園
五
拾
壱
銭

金
壱
圃
九
拾
八
銭

金
四
圃
拾
八
銭

金
五
園
九
拾
四
銭

金
六
圃
四
拾
九
銭

金
三
圃
五
拾
爪
銭

計
金
四
拾
四
圃
賦
拾
賦
銭
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録

天
平
時
代
吉
祥
天
女
像

右
模
窯
代
金
百
拾
円

仝

四

天

王

之

内

壼

枚

右
模
寓
代
金
三
拾
三
円

仝
梵
天
帝
釈
ノ
内

目 帝
國
博
物
舘
御
中

壼
枚

壼
枚

明
治
廿
四
年
六
月
十
八
日
し
東
京
美
術
駐
校
之
印
）

東
京
美
術
學
校

会
第
十
四
号

先
般
本
校
へ
御
依
嘱
相
成
候
箱
画
名
品
模
寓
之
義
別
紙
目
録
之
通
出
来
二
付

及
御
引
渡
候
條
御
領
受
之
上
ハ
領
収
書
御
即
付
相
成
度
候
就
テ
ハ
豫
テ
申
進

置
候
該
費
用
（
四
拾
四
圃
戴
拾
爪
銭
）
御
送
付
相
成
度
此
段
申
進
候
也

明
治
廿
四
年
七
月
十
八
日

（
東
京
美
術
卑
校
之
印
）

東
京
美
術
學
校＿ー

帝
國
博
物
館
御
中

（
目
録
《
第
八
十
六
号
文
害
中
目
録
に
ほ
ぼ
同
じ
》
は
略
す
。
）

庶
第
一
八
七
号

兼
テ
御
依
嘱
相
成
居
候
縮
霊
名
品
模
寓
之
骰
本
校
蔵
品
中
別
紙
目
録
之
分
適

嘗
卜
存
候
二
付
尚
又
着
手
為
致
度
模
寓
代
債
ヲ
附
シ
此
段
一
應
及
御
照
會
候

也

コ
1
1

＝ロ天
平
時
代
吉
祥
天
女

同
梵
天
帝
繹
之
内

四
天
王
之
内

メ

参

黙

右
之
通

壼
枚
登
枚
壼
枚

右
模
寓
代
金
三
拾
三
円

会
第
八
二
号

先
般
本
校
へ
御
依
嘱
相
成
候
縮
画
名
品
天
平
時
代
吉
祥
天
女
像
外
二
品
別
記

之
通
今
般
模
寓
出
来
二
付
右
一
―
―
品
共
及
御
引
渡
候
條
御
領
受
之
上
ハ
領
収
書

御
回
付
相
成
度
就
テ
ハ
豫
テ
及
御
照
會
置
候
該
役
用
金
百
七
拾
六
園
御
送
付

相
成
度
此
段
併
セ
テ
申
進
候
也

明
治
廿
四
年
十
一
月
六
日|
ー

|

g
朱
京
美
術
學
校
之
印
）

東
京
美
術
學
校一
ー

ー

帝
國
博
物
舘
御
中

会
第
八
四
号

豫
テ
本
校
へ
御
依
嘱
相
成
候
古
甕
謄
寓
之
儀
二
付
尚
又
天
平
時
代
帝
繹
天
萱

枚
及
同
四
天
王
之
内
参
枚
摸
窟
可
致
様
御
照
會
之
趣
了
承
夫
々
着
手
可
致
候

毎
品
摸
寓
料
ヲ
附
シ
此
段
及
即
答
候
也

明

治

廿

四

年

十

一

月

七

[

-
京
美
術
茂
校
之
印
）

東
京
美
術
學
校
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梵
天
帝
繹
豆
渭
戸
頑
光
菩

壼
謳

コ―-
＝
＂ 
執
金
剛
神

壼
謳

帝
國
博
物
館
御
中

目

録興
福
寺
東
金
堂
維
摩
像

明
治
廿
四
年
七
月
十
日

東
京
美
術
學
校
長

帝
國
博
物
舘
穂
長

九
鬼
隆
一
殿

（
東
京
美
術
序
校
之
印
）

岡
倉
覺
三

此
模
寓
料
金
参
拾
参
圃

同

四

天

王

之

内

此
模
窟
料
金
参
拾
参
園

同

四

天

王

之

内

此
模
窃
料
金
参
拾
参
圃

計
金
百
参
拾
戴
圃

右
之
通

先
般
本
校
へ
御
依
嘱
相
成
候
奈
良
彫
刻
物
執
金
剛
神
外
二
品
別
記
之
通
今
般

悉
皆
落
成
二
付
右
三
謳
及
御
引
継
候
条
御
領
受
之
上
ハ
領
収
書
御
即
附
相
成

度
候
也

四
枚
壼
枚

第
一

〇
六
号

豫
テ
本
校
へ
御
依
嘱
相
成
居
候
古
代
彫
刻
物
摸
造
ノ
俊
尚
又
興
福
寺
東
金
堂

維
摩
像
外
二
件
摸
造
可
致
様
御
照
會
ノ
趣
了
承
致
候
右
費
用
取
調
候
慮
別
紙

ノ
通
二
有
之
御
異
存
無
之
候
ハ
、
直
二
着
手
可
致
将
又
該
費
用
受
取
方
ハ
営

校
會
計
上
都
合
有
之
候
二
付
渾
テ
前
年
ノ
例
二
依
リ
営
校
教
授
竹
内
久
一
ヲ

以
テ
受
取
入
卜
定
メ
宜
地
須
要
二
随
ヒ
営
校
添
書
ヲ
以
テ
漸
次
内
渡
金
請
求

候
様
致
度
皿
答
労
此
段
及
御
照
會
候
也

明
治
廿
五
年
一
月
十
五
日

（
東
京
美
術
夢
校
之
印
）

東
京
美
術
學
校~
 

帝
國
博
物
舘
縮
長

（
別
紙
は
略
す
。）

九
鬼
隆
一
殿

明
治
廿
四
年
六
月
日

同

四
天
王
之
内

壺
枚
壼
枚

天
平
時
代
帝
繹
天

此
模
寓
料
金
参
拾
参
園
壼
枚

会
第
六
号
（
写
し）

先
般
当
校
へ
御
依
嘱
相
成
候
奈
良
彫
刻
物
摸
造
諸
毀
用
残
金
之
義
右
握
当
教

員
竹
内
兼
五
郎
ョ
リ
別
昏
ノ
通
請
求
書
及
内
訳
書
届
出
候
条
該
金
御
交
付
相

成
度
候
也 以

上

帝
國
博
物
舘
御
中

吉
親

寺
倦
二
無
莉
菩

薩
卜
云
フ

壱
体

東
京
美
術
學
校
長

壼
謳

一ー

ー

岡
倉
登
三
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右
之
通

コ＝
―
-ロ

一
、
興
福
寺
東
金
堂
維
摩
像

一
、
東
大
寺
戒
培
院
四
天
王
ノ
内

此
摸
造
役
金
七
百
煎
拾
回

法
隆
寺
九
面
観
音

此
摸
造
費
金
三
百
五
拾
圃

東
大
寺
戒
壇
院
四
天
王
ノ
内

此
摸
造
費
金
六
百
圃

右
之
通

第
一
六
九
号

先
般
本
校
へ
御
依
嘱
相
成
候
奈
良
古
代
彫
刻
物
摸
造
別
紙
仕
諄
書
ノ
分
落
成

ニ
付
及
御
引
渡
候
条
領
収
古
御
送
付
相
成
度
就
テ
ハ
別
紙
請
求
書
ノ
通
リ
右

残
金
御
交
付
有
之
度
候
也

明
治
廿
五
年
十
二
月
廿
七
日

東
京
美
術
學
校
長

帝
國
博
物
館
穂
長

会
第
一
九
二
号
（
写
し
）

一しー校之印）

岡
倉
覺
一
―
―
L
|
_
 

九
鬼
隆
一
殿

先
般
本
校
へ
御
依
嘱
相
成
候
古
代
彫
刻
物
摸
造
奈
良
法
隆
寺
九
面
観
音
像
壱

鉢
製
作
之
義
今
般
出
来
二
付
及
引
渡
候
条
領
収
書
御
回
付
相
成
度
右
摺
当
教

授
竹
内
久
一
よ
り
別
紙
請
求
書
届
出
候
二
付
該
費
用
残
金
御
交
付
相
成
度
此

壱
体
壱
体

壱
体
壱
体

段
併
テ
申
進
候
也

九
鬼
隆
一
殿

壱
幅
壱
隻 幅

壱
雙
煎
幅

東
京
美
術
學
校
長

会
第
九
九
号

豫
テ
本
校
へ
御
依
嘱
相
成
居
候
古
聾
謄
窯
之
義
尚
又
別
記
幹
晟
筆
人
物
煎
幅

外
四
点
模
寓
可
致
様
御
照
會
之
趣
了
承
夫
々
着
手
可
致
候
依
テ
毎
品
模
窯
料

ヲ
附
シ
此
段
及
御
即
答
候
也

ェ「美
術學校之印）

明
治
廿
四
年
十
二
月
廿
四
日

東
京
美
術
學
校一ー

—
_

帝
國
博
物
館
御
中

幹
晟
筆
人
物

此
摸
写
代
金
拾
壱
円
九
拾
四
銭

稲
皐
筆
鯉
魚
屏
風

此
摸
写
代
金
拾
弐
円
五
拾
銭

空
中
齋
筆
牡
丹
藤
紅
葉

此
摸
写
代
金
七
円
弐
拾
弐
銭

又
兵
衛
箪
美
人

此
摸
写
代
金
七
円

託
間
筆
大
日
如
来
像

帝
國
博
物
館
練
長

（
別
紙
は
略
す
。
）

廿
六
年
二
月
廿
五
日

岡
倉
覺
一――＿ー
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也

帝
國
博
物
館
御
中

録

目 明
治
廿
六
年
二
月
廿
五
日

（
東
京
美
術
學
校
之
印
）

東
京
美
術
學
校

-|
 

帝
國
博
物
館
御
中

（
別
紙
《
会
第
九
九
号
文
書
記
載
品
名
、
数
星
に
同
じ
》
は
略
す
。
）

会
第
一
九
三
号

豫
テ
本
校
へ
御
依
嘱
相
成
居
候
古
代
彫
刻
物
摸
造
之
義
尚
又
薬
師
寺
東
圏
堂

観
音
像
外
壱
体
摸
造
可
致
様
御
照
會
之
趣
了
承
致
候
右
費
用
取
調
候
慮
別
紙

之
通
二
有
之
候
右
ニ
テ
御
異
存
無
之
候
ハ
、
直
二
着
手
可
致
候
此
段
回
答
候

（
東
京
美
術
學
校
之
印
）

東
京
美
術
學
校

会
第
一

0
九
号

先
般
本
校
へ
依
嘱
相
成
候
古
甕
幹
晟
筆
人
物
戴
幅
外
四
品
模
寓
別
紙
ノ
通
今

般
出
来
二
付
右
五
品
共
及
御
引
渡
候
條
御
領
受
ノ
上
ハ
領
収
書
御
間
付
相
成

度
候
就
テ

ハ
豫
テ
及
御
照
會
置
候
該
費
用
金
四
拾
八
圃
六
拾
六
銭
御
送
付
相

成
度
此
段
併
セ
テ
申
進
候
也

明
治
廿
五
年
一
月
十
九
日

此
摸
窟
代
金
拾
円

計
五
点

金四拾八円六拾六銭也

明 棗
同 同

24 
年
7 月

天 奥東 尚蛇雪村筆広宗如周李迪筆 毛

同同同同i福大 信箪箪足 筆周筆淵 拙箪筆文 益箪 模

:同竺 写

四帝梵四 堂月 四山ニー柳 9lI寒紅臭蓉負出 模
天釈天天

無着月 執堂 季水 仙休像 堤水山 刻王天 帝 王天 山之 一 渡之拾
ノ 釈之女 像〗光金 水図坦 頭図得 子 作
内 之内像 剛 図図図図図図

品
内 神

像立 名
像

3 1 1 1 1 1 1 1 4331 12122  数＿

靡 竹 竹内倉高横鳥白岡内山山 制
内 田屋山 本海崎田

作
同同同同 同同 徳

者
香 久 次徳次秀麿駒勝舟夏 義 名
雫＝エ 郎松郎 吉元 競広

模はい代時代乎には天学蔵当倉校岡^鎌倉時代‘祥吉天厨子瑠璃原本は浄

木 学山
写美たの 同同坦麿、a 員備専術°作
門学桜と
家校井さ 翡 考°外香れ
の雲て時長本絵寺 術

本
校
制
作
品
一
覧
表

薬

師

寺

東

円

堂

観

音

像

壷

鉢

此
摸
造
費
金
七
百
六
拾
四
圃

興
福
寺
金
堂
無
着
菩
薩
像
壼
鉢

此
摸
造
費
金
五
百
五
拾
圃

（
右
引
渡
文
害
《
二
十
六
年
九
月
五
日
付
校
長
代
理
今
泉
雄
作
よ
り
帝
国
博
物
館

総
長
九
鬼
隆

一
宛
》
は
略
す
。
）

右
之
通
リ
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教
明
治
廿
一―
―
年
十
二
月
四
日

右
内
訓
ス

文
部
大
臣

東
京
美
術
學
校
職
員
毎
等
定
員

口
町
/
|

~
―

教

授

奏
任

助

授

判
任

書

記

仝

技

手

仝

｀

」

二

[

-孟
[
|
四
夏
[
五
貫

[

門

計

――
―

三

四

四

ニ

ニ

―

八

―

二

三

―

―

―

I

O
 

1
0
 

0

-

―

―

―

―

五

0

0

―

I
 

O
 

0

ニ
―

芳
川
顕
正

東
京
美
術
學
校

其
校
職
員
毎
等
人
員
別
表
ノ
通
相
定
ム

④職員定員の制定

職第―二四一琥

同 同 同 同
26 26 25 25 

， 2 12 1 

興福 薬師 隆法広東輿 託又空 稲幹蜃
目大 福

寺金 寺東 綱封寺 天像壇惑寺 寺東金 問筆大日 兵筆美衛 斎筆牡中 皐竿鯉魚 物人

宜 院
世 堂 蔵

院四？ 棠維閂
如人丹 屏

親聖 九 来像 藤紅 風
像観 面

畠 観 葉
音 の
像 う
ち

1 1 1 1 1 1 1 3 2 2 

山 森 竹 高 関高 不不
田 JII 内

屋哲肖 保之 哲屋肖同 同

塁
杜 久
屎l か 助 か 明明

同杉喜頼依杜園より木造。 同 彩木造
色 に竹内 色

制久
作一

ス
又
鄭
猥
ノ
製
作
ヲ
為
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事

ス
ヘ
キ
事

ル
事

ル
事 「

生
徒
心
得
」
の
改
正

こ
の
年
、

「
生
徒
心
得
」
が
改
正
さ
れ
、

よ
う
に
記
載
さ
れ
た
。

『
東
京
美
術
学
校
一
覧
』
に
次
の

0
生
徒
心
得

一
生
徒
ハ
本
校
ノ
規
則
告
諭
等
ヲ
遵
守
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論
各
自
其
志
操
ヲ
堅
固

ニ
シ
意
想
ヲ
優
美

ニ
シ

言
行
を
謹
爾
ニ
シ
校
ノ
内
外
ヲ
問
ハ
ス
荀
モ
本
校

生
徒
タ
ル
ノ
体
面
ヲ
汚
ス
畢
動
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事

一
生
徒
ハ
穂
テ
教
師
ノ
指
導
二
従
ヒ
勤
勉
ス
ヘ
キ
事

一
授
業
時
問
二
至
レ
ハ

遅
滞
ナ
ク
教
室

二
入
リ
各
自
ノ
席
二

着
ク
ヘ
キ
事

一
登
校
ノ
節
ハ
必
ス
本
校
所
定
ノ
服
帽
ヲ
着
用
ス
ヘ
キ
事

一
教
室

二
入
ル
片
ハ
帽
子
外
套
ヲ
脱
ス
ヘ

キ
事

一
生
徒
教
室

二
着
席
ス
ル
ト
キ
ハ
豫
テ
定
ム
ル
所
ノ
位
次
ヲ
胤
ル
ヘ
カ
ラ
サ

一
生
徒
ハ
授
業
時
間
中
教
師
ノ
許
可
ナ
ク
シ
テ
教
室
外
二
出
ル
ヲ
得
サ
ル
事

一
授
業
時
間
外
二
教
室

二
入
リ
又
ハ
教
室
備
付
ノ
物
品
ヲ
携
出
ス
ヘ
カ
ラ
サ

一
本
校
職
員
二
到
シ
テ
ハ
勿
論
生
徒
相
互

二
敬
證
ヲ
重
ン
ス
ヘ
キ
事

一
校
舎
ノ
整
粛
消
潔
ヲ
旨
ト
シ
穂
テ
喧
擾
汚
稼
ノ
畢
動
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事

一
生
徒
教
室

二
於
テ
終
業
の
節
ハ
該
課
業
二
用
ュ
ル
備
品
ハ
必
ス
洞
掃
整
置

一
生
徒
ハ
在
學
中
ハ
其
製
作
物
ヲ
私
二
内
外
ノ
展
党
會
等

へ
出
品
ス
ヘ
カ
ラ

⑤
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